
初動時の優先目標順位

• 第一 調整本部・活動拠点本部の設置

• 第二 災害拠点病院の対応体制確立

• 第三 全病院の対応体制確立

全病院の情報共有

• 第四 ＴＴＴ活動

病院支援：物資、搬送、診療

地域全体のCSCA

個々の施設のCSCA

①各本部
25名

②各災害拠点
病院1チーム

③各病院１チーム

不足する場合
は巡回で対応



DMAT配分の方針
1. 活動拠点本部の要員確保

– 最低25名

2. 災害拠点病院の病院本部体制の確立
– 各拠点病院1チームずつ（DMAT充足程度で増減あり）

3. 一般病院の本部支援チームの確保
– 被害のありそうな病院へ派遣するDMATの確保

震度が大きいほど被害リスクは上昇

• 市区町村ごとの震度情報を活用
➢ 震度別の被災病院数を推計



DMAT
活動状況

活動場所 必要DMAT数 分配計画 活動中 不足数

活動拠点本部

災害拠点病院拠点化

一般病院本部支援チーム

CSCAまでに必要なDMAT数
合計

活動場所 必要DMAT数 分配計画 活動中 不足数
活動拠点本部

災害拠点病院拠点化
一般病院本部支援チーム
CSCAまでに必要なDMAT数

合計

活動場所 必要DMAT数 分配計画 活動中 不足の有無

活動拠点本部

災害拠点病院拠点化

一般病院本部支援チーム

CSCAまでに必要なDMAT数
合計

活動場所 必要DMAT数 分配計画 活動中 不足の有無

活動拠点本部

災害拠点病院拠点化

一般病院本部支援チーム

CSCAまでに必要なDMAT数
合計

県下CSCAまでに必要なDMAT数
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